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はじめに
私は先天性の聴覚障がいがあり、現在、４人のこどもを育てています。
障がいを有するなかで、結婚、出産、子育てをしてきた経験を書くにあたり、まず私が障

がいをどのように自覚し、どのように支援とつながったのかを記したいと思います。

集団に入れず、孤独だった学校生活
私は 1981年生まれで、両親、姉、私、弟の五人家族の中で育ちました。家族は私以外み

な聴者です。１歳８か月頃に私の聴覚障がいが判明し、ろう学校の幼稚部で厳しい言語訓練
を受けました。

当時は、手話は言語習得の妨げになると考えられており、使うことが認められていません
でした。今振り返ると、それは「聴こえる人に近づくこと」を目指す訓練でもあったのだと
思います。幼稚部の頃は、まだ自分の障がいを意識していませんでした。耳の聴こえない友
達と、のびのびと過ごしていました。

地域の公立小学校の通常学級に入学してから、初めて聴こえる社会を経験しました。40
名のクラスの中で、聴こえない生徒は私一人でした。

この頃には、自分に障がいがあることは自覚していましたが、周囲に支援を求めるという
発想はありませんでした。先生の話していることが分からない、友だちの輪にもうまく入れ
ない。家庭の中でも会話の多くを聞き取れず「家族団らん」というものを実感しにくいまま
過ごしていました。
学校・集団生活にもなじめず、孤独感がありました。こうした状況は、小学校だけでなく、

中学校、高校でも続きました。

初めての支援（学びの支援）
転機が訪れたのは、地元の国立大学に進学してからです。そこには、同じ聴覚障がいのあ

る先輩が在籍していました。

その先輩は、大学の授業に手話通訳の支援を利用し受講していました。その姿を見て、私
は筆記通訳を申請しました。これが私にとって「自分に必要な支援を利用する」という初め
ての経験になりました。

筆記通訳の支援を利用して授業を受けたとき、「私もこの授業に参加している」と実感し
ました。授業内容や、その場で交わされる情報が文字として見える形で保障されたことで、
学びの機会がようやく自分にもひらかれたように感じました。そして、授業の場は単にその
場にいるだけの空間ではなく、自分が安心して参加し、学ぶことのできる居場所でもあるの
だと思えるようになりました。

障害のある方の子育ての支援 
―子育て当事者からの寄稿（寄稿）―ダイジェスト⑨
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大学生活の中で、私は手話を習得し、また、筆談も積極的に活用するようになりました。
卒業する頃には、ほぼ全ての授業に筆記通訳がつきました。
この経験は、私の考え方を大きく変えました。「私は聴こえないままでいい。筆記通訳を

受け、手話や筆談を使いながら社会で生活していこう」と思えるようになったのです。様々
な支援を受けたことで、こうした考えを持てたことがその後の結婚、出産、育児につながる
大切な土台となりました。

結婚、学びの場をつくる
会社員として働いた後、28歳で結婚しました。
この頃、聴覚障がい児の親の会から依頼があり、聴覚障がいのある方と地域の方々とが交

流する集まりを主催していました。意見交換する中で、年齢や性別、出身地が違っていても、
皆、同じように学校生活で苦労を経験していることを知りました。
小学校から高校までの間の私の孤独感は、私個人の性格に起因するものではなく、聴覚障

がい者全体を取り巻く、社会的な課題なのだと気付きました。

私は、微力ながらもその課題に向き合いたいと考え、会社を辞め自宅を開放し、聴こえな
い中高生の学びと育ちを支える場を始めました。週に３日、ろう学校や地域の学校に通って
いる聴こえない中高生が我が家にやってきて、２時間ほど勉強をします。時にはおしゃべり
したり、お菓子をつまんだりと、和やかな雰囲気でした。この場には、手話や筆談、パソコ
ン通訳があり、情報が保障されていて、聴こえない中高生にとって安心感があります。最初
は内向的だった生徒も、手話や筆談が使えるようになり、少しずつ皆と親しくなっていきま
した。そして高校や大学へと進学し成長する
様子は大きな励みでした。
この学びの場は、かつての私が通いたかっ

た「学校」でもありました。この活動はやり
がいがあり、心身ともに充実した時期でもあ
りました。その頃に、夫とこどもを育てたい
と考えるようになりました。
もしも、こどもを授かったなら、自分で育

てたい。こどもと手話で話したい。授業参観
や学校行事には手話通訳を利用し、母親であ
る私が主体となってこどもに関わっていきた
いと考えていました。

見知らぬ土地での子育て
35 歳で、第１子となる長女を出産しました。新しい命を迎えられたことは、私にとって

大きな喜びでした。その後、夫の転職に伴い引っ越すこととなり、運営していた学びの場も
休止しました。見知らぬ土地で、初めての子育てが始まりました。

慣れない環境での育児は、決して楽なものではありませんでした。夫が出勤すると、日中
はマンションで娘と２人きりになります。不安や心細さを感じることも少なくありませんで
した。

それまで私は学びの場を運営し、社会に少しでも貢献しているという誇りを持っていまし

図表 1-2-32 ゆいまーる寺子屋の写真
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た。家庭の中で娘と向き合う毎日は大切な時間である一方で、社会とのつながりを失ったよ
うに感じることもありました。

健康診断で訪れた小児科の医師から「こどもを保育園に預けた方がよい。言葉を覚えます
から」と言われたこともありました。聴覚障がい者の私はちゃんと育てられないと思われて
いるんだな、とショックでした。子育て支援施設に足を運んだこともあります。こどもと一
緒に安心して過ごせる場所があること自体は、とてもありがたいことでした。スタッフの中
には手話のできる方もいて、筆談でも丁寧に対応してくださいました。
一方で、様々なお母さんたちが出入りする場では、関係を築く難しさも感じました。私は、

聴覚障がいがあるため、自然に会話の輪に入ったり、ちょっとしたやり取りを重ねたりする
にはハードルがあり、その場にいても人とのつながりを深めにくいと感じることがありまし
た。
支援を受ける側としてその場にいる感覚はあるものの、自分らしくいられる「居場所」と

までは感じられなかったのです。

「居場所」や「役割」との出会い
娘が２歳の頃、娘の通っていた幼稚園の保護者から、「手話サークルを立ち上げたいので、

手話を教えてくれませんか」と声をかけていただきました。

その幼稚園は、トンカチや泥遊び、絵の具を自由に使って表現するなど、こどもたちがの
びのびと過ごすことを大切にしている園です。保護者のサークル活動も盛んで、園芸、手芸、
ヨガ、読書会など、様々な活動が行われていました。こどもだけでなく、大人もそれぞれの
形で園や地域とつながり、関われる雰囲気がありました。

私は、月に１回、保護者に手話を教えるようになりました。自分の経験を誰かのために活
かせることは嬉しかったです。手話を通して保護者の皆さんと関わる時間は充実したもので
した。

38 歳で双子を出産し、生活はますます慌
ただしくなりました。本当に目の回るような
忙しさでしたが、月に１回の手話サークルは、
無理なく続けられる大切な活動でした。子育
てに追われる日々の中でも、「私も役割を担っ
ている」といった実感を持てることが、大き
な支えになっていきました。
この手話サークルのある幼稚園は、私に

とっての「居場所」になりました。こどもが
通う場所であるだけでなく、自分らしくいら
れ、社会とのつながりを実感できる場所でも
ありました。それまで私は、子育てをしなが
ら自分の居場所を見つけることの難しさを感
じていました。しかし、この幼稚園の手話サークルを通じて、ただ支援を受けるだけではなく、
自分が役割を持ち、人とつながり、必要とされることの大切さを実感しました。
 

図表 1-2-33 長谷幼稚園（神奈川県鎌倉
市）手話サークルの様子
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子育て援助活動支援事業（ファミリー・サポート・センター事業）
双子の出産をきっかけに、週に１日、ファミリーサポートを利用するようになりました。

夕方の２時間、こどもたちの遊び相手をしていただき、その間に私はこどもをお風呂に入れ
たり、夕食の支度をしたりしていました。慌ただしい毎日の中で、この 2時間は家庭を整え
るための時間でした。

このファミリーサポートで来てくださった方は、「こんにちは」などの挨拶の手話も覚え
てくださいました。こどもたちの話を筆談で伝えていただくこともあり、私に合わせた形で
関わってくださいました。双子が小学校に上がるまでの約５年間、継続して同じ方に来てい
ただけたことは、安心感がありました。自分に合ったコミュニケーション方法を可能な限り
工夫してもらえることは、障がいのある親にとって大きな支えになると思います。こうした
支援があったからこそ、私は日々の子育てを積み重ねていくことができたのだと思います。
その後、40歳で４人目のこどもを出産しました。こどもが増えるにつれて忙しさは増し

ましたが、周囲の支えと子育て支援の制度を利用しながら自分なりの育児を模索しています。

結婚、出産、育児を振り返って
健常者もそうであるように、障がい者も、こども時代、学生時代、社会人生活を経験し、

成熟した大人に近づいていきます。人生のステージを進んでいくにつれて、パートナーと生
活したい、こどもを育てたいという思いが芽生えていきます。ただ、障がい者にとって、一
つ一つのステージを進んでいくことには、障がいのない人にはない困難が伴います。私の経
験を踏まえて障がいのある人が結婚、出産、育児をしていく上で、大切だと感じることを三
つ挙げたいと思います。

①継続した人間関係があること
障がいのある人にとっては、関わる人が毎回変わる環境よりも、ある程度決まった人と継

続して関われる環境のほうが「望ましい」と思います。関わりが続くことで、自分の障がい
や必要な配慮について少しずつ理解してもらいやすくなり、無理のないコミュニケーション
が可能になります。安定した人間関係は、支援の受けやすさだけでなく、「ここなら安心し
て過ごせる」「自分を分かってくれる人がいる」という感覚にもつながります。

②障がいのある人にも役割があること
障がいのある人が日常生活を円滑に送るには、何らかの支援や配慮が必要になります。し

かし、支援を受ける側だけにとどまっていると、自尊心が損なわれていきます。また、一方
通行の関係は発展性がなく、継続しないものです。障がいのある人も役割を持ち、自分がで
きること、やりたいことを行うことで、支援の関係がより豊かになります。そして、「いつ
もやってもらって申し訳ないな」という負い目や、支援する側と支援を受ける側のパワーバ
ランスを調整することができます。
私は幼稚園の手話サークルで手話を皆さんに教える役を担っています。その場に必要とさ

れることで「私もここにいていいんだ」、「次は何をやろうか」、というポジティブな気持ち
になります。

③障がいのある自分のアイデンティティを保ち、必要な支援につながること
「聴こえないこと」は私のアイデンティティです。私に必要な支援は、音声情報を手話や
筆談で視覚化することです。この支援があることによって、聴こえない自分が、聴こえる人
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たちの社会で暮らすことができます。
聴こえない私として、この社会で生きている実感があるからこそ、もっと勉強したい、や

りがいのある仕事をしたい、夫というパートナーと人生を歩みたい、出産したい、子育てを
したい、といった「意欲」が芽生えてきました。
現在、こどもの授業参観や学校行事には手話通訳者を派遣していただいています。学校で

の面談、こどもの通院の付き添いなどでは筆談を活用しています。子育てがひと段落して、
次のステージを歩むときは、別の場面で通訳派遣を利用することになるでしょう。その意味
でも、公的なサービスとして手話通訳があることは、私が私のアイデンティティを保ち生き
るための支えとなっています。

地域に根差し、地域の方々とともに
４人のこどもたちは現在、小学 4年生、小学 2年生の双子、そして年中です。家庭では、

声と手話を使いながらコミュニケーションを取っています。時には、ひらがなで筆談をする
こともあります。子育ては大変なこともありますが、暮らしの中には大変なこと以上の喜び
があります。

こどもたちのおかげで、私自身もこの地域での
生活に少しずつ慣れてきました。４人がそれぞれ
学校や幼稚園で、新たな世界を歩んでいる様子を
見ることは、私の喜びです。子育てをすることで、
これまでには見ることのできなかった世界や考え
ることのなかったことを知り、私の世界が広がっ
たと感じます。
幼稚園の手話サークルも、気づけば７年目を迎え

ました。長く続けてこられたことは、私にとって励
みであり、地域とのつながりを実感する時間でもあ
ります。これからは、幼稚園以外の場へ、手話のコ
ミュニティを広げていきたいと考えています。
私が暮らす地域の中に、赤ちゃんを抱いたお母

さん・お父さんから年配の方まで、誰もが手話で
語り合える場があったら素敵だと考えています。
これからも、地域に根差し、家族と地域の方々

とともに歩んでいきたいと思っています。

図表 1-2-34 長谷幼稚園
（神奈川県鎌倉市）
園庭の様子
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＜障害者の希望を踏まえた結婚、出産、子育てに係る支援の推進について【厚生労働省】＞
障害者の希望を踏まえた結婚、出産、子育てに係る支援に関しては、子育てをしている障

害者の体験談を含む「障害者が希望する『結婚・出産・子育て』支援取組事例集」の周知を様々
な研修やイベント等の機会を通じて行うとともに、地方公共団体や支援者向け解説動画や障
害当事者にも内容がわかりやすいリーフレットを作成し、障害者の希望を踏まえた子育てが
広がるように、こども家庭庁や都道府県、市町村と連携し、推進している。

＜子育て援助活動支援事業（ファミリー・サポート・センター事業）とは【こども家庭庁】＞
こども家庭庁では、地域における子育ての相互援助活動の充実を図るために、こどもの預

かりの援助を受けたい方（預ける側）と当該援助を行いたい方（預かる側）をつなぎ、連絡・
調整等を行うファミリー・サポート・センターの設置を進めている。

https://www.mhlw.go.jp/content/001468192.pdf

図表 1-2-35 「障害者が希望する『結婚・出産・子育て』支援 取組事例集
（わかりやすい版）」（リーフレット）厚生労働省・こども家庭庁

https://youtu.be/49CsVX66sVM?si=SHEU_1sGn_k0RyjI

図表 1-2-36 「障害者の希望を踏まえた結婚、出産、子育てに係る支援の推進について
（解説動画トップページ）」厚生労働省・こども家庭庁




